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 平成 22 年８月 27 日付け平成 22･06･16 原第７号にて認可され，令和３年８月 20 日付け原規規発第 2108202 号，令

和４年８月 16 日付け原規規発第 2208161 号をもって変更の認可を受け，令和４年９月 30 日 RFS 発官４第８号にて変

更を届け出た設計及び工事の計画を，本補足説明資料において「既設工認」という。 
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１．目的 

本補足説明資料では，令和５年３月28日RFS発官４第18号にて申請した，

「使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び工事の計画の変更の認可申請書」の添

付書類のうち，設計用床応答曲線について説明している「添付 5-1-5 設計用

床応答曲線の作成方針」の既設工認からの変更点について説明する。 

 

２．既設工認からの変更点 

(1) 基本方針 

既設工認で用いている基本方針から変更点はない。 

 

(2) 解析方法 

既設工認で評価を行っている方法から変更点はない。 

 

(3) 入力地震動 

既設工認に対し新たな入力地震動を追加する。 

 

３．設計用床応答曲線の作成結果 

  基準地震動及び弾性設計用地震動（震源を特定せず策定する地震動の一つ

である標準応答スペクトルを考慮した地震動SS-B5及び弾性設計用地震動Sd-

B5）を追加した設計用床応答曲線を別紙 1図番 SB-SdH-SB1，SB-SdH-SB2，SB-

SdV-SB1，SB-SdV-SB2，SB-SsH-SB1，SB-SsH-SB2，SB-SsV-SB1，SB-SsV-SB2 に，

使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）の設

計用最大加速度を別紙 1 表 4.1，表 4.3 に示す。設計用床応答曲線及び弾性

設計用地震動Ｓｄにおける鉛直方向の最大加速度が変更になった。 

この変更による耐震評価結果は「添付 5-3-1 金属キャスクの耐震性に関

する計算書」，「添付 5-4-1 貯蔵架台の耐震性に関する計算書」，受入れ区域

天井クレーンの耐震性に関する計算書」による。 
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添付 5-1-5 設計用床応答曲線の作成方針 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方針 

 

 

1. 概 要  

 ＜中略＞ 

 

 
2. 設計用床応答曲線作成に係る基本方針及び作成方法  

2.1 基本方針 

(1) 添付資料「添付 5－2－1 使用済燃料貯蔵建屋の耐震性に関する計算書」のうち

「8.2 地震応答解析」に基づき策定した使用済燃料貯蔵建屋の解析モデルに対し

て，入力地震動を用いた時刻歴応答解析を行い，各質点位置における加速度応答

時刻歴を求める。入力地震動は，添付資料「添付 5－1－1 基準地震動ＳＳ及び弾

性設計用地震動Ｓｄの策定概要」に基づくものとして，表 2－1 に示す。 

(2) (1)で求めた各質点の加速度応答時刻歴を入力として，減衰付１自由度系の最大応

答スペクトルを必要な減衰定数の値に対して求める。 

(3) (2)で求めた床応答スペクトルに対し，使用済燃料貯蔵建屋の固有周期のシフトを

考慮し，周期方向に±10 ％の拡幅を行い，設計用床応答曲線とする。 

  

2.2 解析方法 

   ＜中略＞ 

 

 
2.3 減衰定数 

 ＜中略＞ 

 

 
2.4 数値計算用諸元 

 ＜中略＞ 

 

 
2.5 応答スペクトル作成位置 

 ＜中略＞ 

 
2.6 応答スペクトルの適用方法 

 ＜中略＞ 

添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方針 

 
 

1. 概 要 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方

針 1. 概要」に同じである。 

 

2. 設計用床応答曲線作成に係る基本方針及び作成方法 

2.1 基本方針 

(1) 添付資料「添付 5－2－1 使用済燃料貯蔵建屋の耐震性に関する計算書」のうち

「8.2 地震応答解析」に基づき策定した使用済燃料貯蔵建屋の解析モデルに対し

て，入力地震動を用いた時刻歴応答解析を行い，各質点位置における加速度応答

時刻歴を求める。入力地震動は，添付資料「添付 5－1－1 基準地震動ＳＳ及び弾

性設計用地震動Ｓｄの策定概要」に基づくものとして，表 2－1 に示す。 

(2) (1)で求めた各質点の加速度応答時刻歴を入力として，減衰付１自由度系の最大応

答スペクトルを必要な減衰定数の値に対して求める。 

(3) (2)で求めた床応答スペクトルに対し，使用済燃料貯蔵建屋の固有周期のシフトを

考慮し，周期方向に±10 ％の拡幅を行い，設計用床応答曲線とする。 

 
2.2 解析方法 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方

針 2.2 解析方法」に同じである。 

 
2.3 減衰定数 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方

針 2.3 減衰定数」に同じである。 

 
2.4 数値計算用諸元 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方

針 2.4 数値計算用諸元」に同じである。 

 
2.5 応答スペクトル作成位置 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方

針 2.5 応答スペクトル作成位置」に同じである。 
2.6 応答スペクトルの適用方法 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 

 
2.7 設計用床応答曲線の作成 

 ＜中略＞ 

 

 
3. 地震応答解析モデル 

 ＜中略＞ 

 

 
4. 最大加速度及び設計用床応答曲線 

本項では，使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）

の設計用最大加速度及び設計用床応答曲線を示す。 

 
4.1 弾性設計用地震動Ｓｄ 

設計用最大加速度及び設計用床応答曲線（Ｓｄ）を示す。 

（1）床応答加速度一覧表 

使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）の設計用最

大加速度を表 4.1 に示す。 

（2）設計用床応答曲線の図番 

作成床面及び減衰定数に応じた設計用床応答曲線の図番を表 4.2 に示す。 

 

4.2 基準地震動ＳＳ 

設計用最大加速度及び設計用床応答曲線（ＳＳ）を示す。 

（1）床応答加速度一覧表 

使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）の設計用最

大加速度を表 4.3 に示す。 

（2）設計用床応答曲線の図番 

作成床面及び減衰定数に応じた設計用床応答曲線の図番を表 4.4 に示す。 

 

  

針 2.6 応答スペクトルの適用方法」に同じである。 

 
2.7 設計用床応答曲線の作成 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方

針 2.7 設計用床応答曲線の作成」に同じである。 

 
3. 地震応答解析モデル 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－1－5 設計用床応答曲線の作成

方針 3. 地震応答解析モデル」に同じである。 

 
4. 最大加速度及び設計用床応答曲線 

本項では，使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）

の設計用最大加速度及び設計用床応答曲線を示す。 

 

4.1 弾性設計用地震動Ｓｄ 

設計用最大加速度及び設計用床応答曲線（Ｓｄ）を示す。 

（1）床応答加速度一覧表 

使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）の設計用最

大加速度を表 4.1 に示す。 

（2）設計用床応答曲線の図番 

作成床面及び減衰定数に応じた設計用床応答曲線の図番を表 4.2 に示す。 

 

4.2 基準地震動ＳＳ 

設計用最大加速度及び設計用床応答曲線（ＳＳ）を示す。 

（1）床応答加速度一覧表 

使用済燃料貯蔵建屋の各床面（金属キャスク，天井クレーン設置位置）の設計用最

大加速度を表 4.3 に示す。 

（2）設計用床応答曲線の図番 

作成床面及び減衰定数に応じた設計用床応答曲線の図番を表 4.4 に示す。 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 

 ＜中略＞ 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 

 ＜中略＞ 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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変更前（変更前（既設工認）） 変更後 変更理由 
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